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概要

本稿では、1990年代後半から現在までの間に日本で制
作・発表された電子音響音楽を念頭に、歴史記述の枠
組みについて考察する。近年の ICMC、EMS、AREM、
および関連誌で発表されたペーパーに基づく音楽学的
な見解をいくつか参照しながら、研究コミュニティ、
分析対象となる作品、地域で区切るアーカイブの現状
などの議論を取り上げる。マルク・バティエの近著に
寄り添いつつ、技術の進歩と密接に関連する概念と表
象意識を言語化することの有効性を述べ、日本のアク
チュアリティに関する話題提供とする。

This presentation discusses the frameworks for approach-
ing the history of Japanese electroacoustic music from
the late 1990s to the present. Offering some musicolog-
ical perspectives based on the recent papers presented in
ICMC, EMS, AREM and the related journals, the discus-
sion covers four phases; research community, pieces to
be analyzed, locality and current situation of archiving.
Marc Battier’s point in his latest publication will indicate
the effectiveness of verbalising the concepts and represen-
tational consciousness which are closely linked to the pro-
gressing technology.

1. 日本電子音響音楽に関する歴史記述の枠組み

本稿の目的は 1990年代後半から今日に至る日本の
電子音響音楽史に対して音楽学的にアプローチするた
めの枠組みを考察し、本学会に話題提供することであ
る。そのため、研究コミュニティ、該当時期に関する
歴史的パースペクティブを持つ技術史や美学、ソース・
マテリアルのアーカイヴという三つの視点で国際学会、
ジャーナル、文献などを参照する。なお、音楽を取り囲

む社会の状況変化やシステム開発、また、作曲状況な
ど各種コミュニティの目的に沿った用語が使用される
が、本稿での電子音響音楽はソニックアーツ、サウンド
アート、コンピュータ音楽、メディアサウンド等を含む
テクノロジーベースの音楽の総称である。本稿では主
に、2022年にハダースフィールドで開催された研究集
会「テクノロジーベース音楽の歴史再考」や NIMEの
20年を振り返るトピック (2023)を取り上げるが、その
他にも EMFiのジョエル・チャダビー特集 CDや 2022
年 NYCEMFでの記念コンサート、2025年 ICMCでの
一つのテーマとしての David Wessel記念論文集など、
歴史にコミットする活動が活発化している。そうした
なかで、JSSAがカバーしつつあるソニックアーツ全般
を視野に入れて日本の電子音響音楽を俯瞰することは
いかにして可能になるか。本稿の最後では歴史俯瞰の
視野の提案を試みる。

2. コミュニティの内と外
1997年にインタラクティブ音楽の包括的な技術的・

美学的考察を発表したマルチェロ・ワンダレイ (Wan-
derley 1998, Wanderley2002)は、2023年に、NIMEの
20年を総括するペーパー発表のなかで、インターフェ
イスに関する 1970年から 2000年までの研究を NIME
の前史と位置付けている (Wanderley 2023)。このペー
パーでは、20世紀最後の 30年間に国際コンピュータ音
楽会議 ICMC と学術誌 Computer Music Journal(CMJ)
で公開されたインターフェイス関連論文の多様性を指
摘しながらも、そこでのインターフェイスの論点が今日
でも有効であることを強調する。ワンダレイは、2001-
2015年の間に ICMCと CMJで発表されたペーパーや
論文からいくつかをピックアップしてカタログのよう
に識者や専門家のパースペクティブを一覧可能にした
うえで、それとの対比で 1970年から 2000年までの技
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術的・美学的な論点を整理して開発コンセプトやデザ
イン史を再考する必要性を強調している。ワンダレイ
が歴史俯瞰にあたって重視する視点のひとつは、新規
の技術開発や実践報告を学会や研究集会で共有し、類
同トピックを育んでいく「コミュニティー」の価値と
リスクである。

NIME のコミュニティーで共有する代表な用語は
「ジェスチャー」や「評価」であり、なかでも「評価」と
いう、今日のシステム開発やデザイン分野では常用さ
れている用語が、NIMEでは基準が曖昧なまま使われて
いるが、ワンダレイは、そうした誹りはそもそもNIME
の中だけに目を向けた議論であり、コミュニティの内
側にとどまりすぎるというリスクを犯していると強調
する。それゆえにワンダレイは、NIMEが始まる以前
の、音楽インターフェイスデザインの初期議論に立ち
返り、インターフェイスとインタラクティブ音楽の重
要な出発点として STEIMとミシェル・ヴァイスヴィッ
ツを挙げ、ICMC2000から動き始めた特設研究グルー
プ、音楽におけるインタラクテイブシステムと楽器デ
ザイン (ISIDM)の問題意識に注目する。STEIMに関す
るアーカイヴ作業が進行している点については後述す
るが、ここでは、当該時代を経験してきた者が過去を
語ることは、単なる思い出話ではなく、技術倫理を確
認し開発を方向づけるために必要な事柄であり、歴史
研究にとって重要な証言であることを確認しておく。

3. テクノロジーベース音楽の歴史再考

NIMEでの「評価」の多義性は主にシステム評価（シ
ステムが何を目指すかは別として）に関するものであ
るのに対し、音楽史記述にとって作品評価が重要であ
ることは言うまでもない。そこで本稿の第二の参照点
として、ハダースフィールドで 2022年に開催された
３日間の研究集会「テクノロジーベース音楽の歴史再
考」から二つの発表に触れる。
ヨラン・ルディは、ピエール・シェフェールに始ま

り、音素材を「聞く」ことを原点とするアクースマティ
クの音楽や、現在ほどコンピュータが生活に入り込ん
でいなかった時代にコンピュータ・ミュージックと呼
ばれた音楽の系譜の中で、今日の多様なテクノロジー
ベース音楽を位置付けることが困難であり、むしろ音
素材や媒体から切り離してコンセプチュアルな面に重
点をおくべきだと主張する (Rudi 2022)。若手研究者松
浦知也らは 1980年代以降の情報技術の一つの方向性
として「役に立つものを作るのでなく定量的に効果も
測定できない、人工物の創出を通して社会に問いを投
げかける」(Matsuura 2022a,松浦 2022b)ためのデザイ
ンを宣言し、「音楽のためのユニークなツール」ではな
く、サウンドに関係するが直接には音楽環境に効果を
持たないクリエーションに言及している。松浦のよう

に、音楽・サウンド作品の評価とは別次元での創出をめ
ざす地平に立つならば、作品の評価に限定されず、ル
ディの言うコンセプチュアルな議論が、音楽とは何か
という議論を導くことにもなる。これら二者の例を引
くまでもなく、あるいはジョン=ケージにまで遡ること
なく、作曲や演奏の一部要素にのみ集中する実験的開
発や電子芸術は、必然的に、作品とは何か、評価指標
は何なのか、また永続するのかなどの、ラディカルな
問題につきあたる。
ワンダレイがコミュニティやそこで共通語となり

キー概念となったインタラクティヴ音楽とそのデザイ
ン史を俯瞰し、ルディや松浦が作品や音楽という概念
自体への洞察から新しいテクノロジーを生産する、と
いうここまでで触れた諸論を検討するだけでも、西洋
音楽史からの連続線上において過去 30年の電子音響
音楽の歴史を記述することの困難は明瞭であろう。こ
の状況に対し、以下の章では、西洋音楽史の手法が慣
れ親しんできた分析もしくは作品史、資料とアーカイ
ヴ研究の面から考察を試みる。その際、作曲家やサウ
ンドアーティストとともに音楽学的手法と視野を保ち
続けている EMSに着目する。

4. 共通参照点となる電子音響音楽作品

EMS (Electroacoustic Music Studies)は、2003年 10
月にポンピドゥーセンターで第一回が開催され、以降
毎年各国でホストを持ち回り、これまでに 17回開催
されてきた国際研究集会である。日本での開催は 2017
年名古屋での１回のみである。

2002年 10月から 2003年 4月にかけて、EMSのプ
レイベントとも言えるMINT(Musicologie,informatique
et nouvelles technologies)セミナーシリーズが実施され
た。その中の<音楽、楽器、マシン—電子音響音楽をめ
ぐって>では、ルチアーノ・ベリオの《ラボリントゥス
II》(1965)、ロジャー・レイノルズの《死の天使》(1998)、
ヤニス・クセナキスの《ディアトープ》(1978)、《エルの
伝説》(1977)などを対象として分析的議論がなされた。
ラウラ・ツァットラは、作曲家が自らの創作のために電
子技術の何を選択したかを考察するため、IRCAMとパ
ドヴァ大学コンピュータソノロジーセンターで 1975～
85年の 10年間に創作された作品から対象を選択して、
制作と享受の両面から作品分析を試みた (Zattra 2006)。
これらの作品のいくつかは、今日、レストレーションと
アーカイヴィングの対象になっている (Solomos 2022,
Kanack 2024)。
一方、電子音響音楽の研究対象を狭く限定しないた

め、EMS創設者のリー・ランディは、「電子音響音楽
は、電力が創作 and/or作品制作プロセスの一翼を担っ
ている音楽の総称であり、単純に録音・増幅以上さら
に高度な操作を持つものである」と定義し、この定義
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の時点、すなわち 2006年頃のリアルタイム処理を前
提とするミクスト音楽とアクースマティク音楽の双方
を総括している (Landy 2006)。ランディは、そもそも
分析対象としてどのマテリアルを用いるかという議論
から始められた。ランディはミクスト音楽の初期作品
に関して、アナログスタジオまたはデジタルの初期ス
タジオの制作環境と作品スタイルの関係を検討し、初
期ミクスト音楽の一般的書法として、楽器から発音さ
れる音と録音された音を異種のものとして組み立てる
タイプと、上演に先立って完成されたサウンドとライ
ブの演奏音に同質性を持たせたタイプとに二分してい
る。前者の代表例としてマリオ・ダヴィドフスキーの
《Synchronisims》(1963-2006)シリーズが示され、後者
の代表例としてホラチオ・ヴァギオーニが挙げられた。

EMSでは、上演作品ではないサウンドアートやサ
ウンドウォーク、インスタレーションなどもしばしば
分析対象となり、その際のマテリアルは、スコア、サ
ウンディングより前に考案される音の出し方のインス
トラクション、オーディエンスが聞くサウンド、聴覚
以外で享受される事柄と音の関わり、物理量と心理量
を組み合わせて視覚化されたグラフィックなどが取り
上げられた。
分析と並んで用語法も重要なトピックとなった。代

表的なものは用語集EARS(ElectroAcoustic Resource Site)
の集団編集と補完であり、その後、EMS関連研究者の
間では、中国語版の CHEARSまで用語研究が拡大さ
れた。EARS はリー・ランディが 2002 年に電子音響
音楽に関するシソーラスとして基盤を作り、ローズマ
リー・マウンテン、マルク・バティエ、ジョエル・チャ
ダビー、マルティン・スッパー、ケネス・フィールズ
による国際研究組織のサポートにより、誰もが編集で
きる実験的なサイトとなった (Landy 2007)。2020年に
新しいプラットフォームに移り、継続的に電子音響音
楽の教育に貢献している。CHEARS作成の途上、電子
音響音楽のキー概念である<electroacoustic>という語に
関する中国と台湾での翻訳の違いが話題となり、欧米
圏だけでは成立しない文化受容・変容の議論へと展開
された。

5. 分析法と分析対象

EMSは、主に美学や音楽学の視点で電子音響音楽
に関する研究交流・推進をめざしたので、ピエール・
シェフェールの《音楽オブジェ論》の解釈とそこからの
展開、スぺクトルモルフォロジー、比較言語的な用語
論、文化圏の違いによる音認識の比較、作品アーカイ
ヴの構築など、歴史研究や美学考察で豊富な成果が上
がった。その成果のひとつが分析である。作品分析は
伝統的に存在していた研究法だが電子音響音楽を対象
にした場合には有効な方法を持っていなかった。EMS

では分析のための技術開発が促され学際的成果を生ん
だ (Emmerson 2016)。ランディによる電子音響音楽の
一般的定義に従い、分析対象はアクースマティク音楽
に限定されず、サウンドアート、インタラクティブ音
楽、サウンド・パフォーマンス、サウンドウォーク、イ
ンスタレーションなどが、そのために新しく発案され
開拓された方法によって分析されている。

EMSで鍵となる重要作品としてしばしば話題になっ
た分析対象作品を表１に示した。

表 1: EMSで議論された分析対象作品例

これらの対象に対する主な分析方法は、音響音色の
自動解析 (Park 2010, Park2016)や時間ベースの音楽の
視覚化 (Couprie 2010, Couprie 2012)、語義の本来に戻っ
て聞くことから意味付けをするまでの聴取の心理学な
層の記述 (Kendall 2016)などであった。
一方、パフォーマンスや即興、サイトスペソフィッ

クなインスタレーション、サウンドウォーク、サウン
ドゲームなど、音響分析以外の分析法が不可欠である
ような作品に関していくつかの新しい分析法が提案さ
れてきた。
たとえば、ミシェル・ヴァイスヴィッツによるイン

タラクティブ楽器 crackle box や HANDSを使った即
興的パフォーマンスを対象とする際、開発されたイン
ターフェイスやインタラクションの技術に寄り添って
展開される、新楽器と親和性が強い上演そのものを分
析する必要がある。これに関してジョン・ロバート・
ファーガソンは、「上演中に観客はパフォーマーと楽器
の関係や仕組みの謎解きをしようとし、音楽家の側か
ら言えば楽器とはどのようなものであるべきかの見通
しを得る」と指摘し、開発楽器での即興演奏に関して
最も有効な分析形式は、しばしば開発のための研究や
反射的な実践のプロセスの中に見つけられる、と結論
づける (Ferguson 2016)。　筆者は、HANDSでの演奏
を話題にしてヴァイスヴィッツへ本人へインタビュを
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行い、それを踏まえ、即興時の観客との対話やインタ
ラクティヴ音楽におけるコミュニケーション様態の観
点から存在論的考察を試みた (Mizuno 2001)。　第一
章で触れたようにヴァイスヴィッツの HANDSは既存
の電子楽器・伝統楽器に全く似つかない初めての音楽
インターフェースの一つとして 1985年に ICMCで提
示されたのであり、NIMEや ICMCの学術交流集会で
インターフェースの議論は早くから進んだが、音楽史
学での議論はほとんど進まなかった。

図 1: cracklebox（筆者所蔵）

6. 西洋音楽史の脈絡を汲んだ作曲支援

前章冒頭で触れた 2003年のセミナーで、ミハイル・
マルトは作曲支援ソフトの根幹にある考え方について
述べ、その際、作曲モデルとして創作のための三つの
空間（コンセプト空間、エクリチュール空間、上演空
間）を措定し、シェーンベルク、ファーニホウ、ブー
レーズ、クセナキス、ミュライユや、クレマン・ジャヌ
カンやヴィヴァルディとバッハの音楽アイデアを分析
対象とした。マルトの数多くの論文は、作曲支援、音
楽システムの表象・視覚化 (représentation)、オーディ
オ記述など、作曲にとって示唆に富み、いずれも技術
開発の先鋒を行く明晰なコンセプトを示している。技

術開発と音楽的アイデアを結節して音楽学や分析研究
への貢献度も高く、日本でも多く読まれている。
マルトは、音楽的アイデアが（広い意味での）形式、

もしくは形になっていく際に、モデル化とどのように
結びついていくかという問題を打ちたて、何人かの作
曲家がコンピュータやシステムとの対話にうちに作曲
家自身がモデルを見出しているということを発見した
(Malt 2006)。グラフィカルな表示 (représentation)を含
む広い意味での「形式モデル」は音楽的コンセプトをエ
クリチュールに具現化するプロセスで生起するもので
ああり、伝統的なソルフェージュが音楽的アイデアを楽
譜上のエクリチュールに置き換えることを手助けする
ように、「モデルのソルフェージュ」が働くことによっ
てアイデアは音楽作品へと昇華されていく。たとえば
論理モデルを使用する際には音楽空間へと昇華するた
めに作曲家は常にモデルを参照するが、それは、音高、
持続、リズムなどのパラメータを置換して音楽化する、
いわゆるソニフィケーションとは異なる。「モデルのソ
ルフェージュ」としてモルトが例示したのは、ミュラ
イユやサーリアホによるスペクトルのディストーショ
ン操作、ファニホウによる組み合わせモデルの操作、
マルコ・ストロッパによる合成音モデルの操作である。
マルトは、モデル化は作曲家の知識や考察を支援する
ばかりでなく、ヒューマン vsマシンの距離を縮め、コ
ンピュータ上での新システムが作曲家にとって不可欠
の道具になっていることを強調する。コンピュータ上
でのシステムすなわちアプリケーションやコマンドが
作曲のための日常的環境になっていることは、現代の
作曲家たちにとってはごく当然の事象であるが、20世
紀前半から半ばにかけて活躍した作曲家の音楽思想を
踏まえてシステム開発が方向づけられたことは改めて
確認すべきである。

7. 地域を枠とする歴史記述とアーカイヴ

歴史記述の指標のひとつとして地域性や異なる文化
圏どうしの比較を打ち立てることも可能である。EMS
の年次大会では東アジア地域に特化したEMSAN (Elec-
troacoustic Music Studies Asia Network)のトラックが設
定されることがしばしばあるが、その他にも、メキシ
コ、ブラジル、アルゼンチンを中心とするラテンアメリ
カも特別な地域性を打ち出した。地域によっては電子
音響音楽の作品や事象のデータやマテリアルが十分で
ないか、または散逸しているので、データコレクショ
ンが基礎研究となる。
モントリオールとブエノスアイレスに拠点を持って

いたリッカルド・ダル・ファラがまとめたラテンアメ
リカ電子音響音楽史のアーカイヴは、音源と視聴も可
能なページも含んでいて情報量が多く、189人の 1723
作品がエントリーされている (Dal Farra 2005, Dal Farra
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図 2: STEIMアーカイヴの一部

2009, Dal Farra 2022)。
中国については北京中央音楽院で開催される音楽祭

Musicacousticaを中心に電子音響音楽史の記述 (Wang
2018)がめだったが、欧州文化と中国文化の差異を超
えて作曲家が深い表現に至った歴史を張小夫がまとめ
たものが最初の影響力ある著作である (Zhang 2018)。
中国に関する歴史記述は、1960年代以降に中国で作

曲する自国作曲家が欧米文化としての電子音響音楽を
受容・変容した創作軌跡を論点とするもの (Liu 2022)、
1990年代以降に創作された爆発的な数の作品の統計や
中国内での教育環境に関する報告 (Qian 2022)に加え、
中国国内でテクノロジーベースの音楽を学修し作曲す
る世代における伝統楽器とエレクトロニクスの音色融
合、ノイズやオーディオヴィジュアルといったマテリ
アルの中での中国伝統と西欧文化の融合 (Xinyu 2022)
なども有効な視点となっている。音楽に限らず美術や
文学に関しても強い伝統意識を持つ中国では、伝統楽
器と西洋楽器またはエレクトロニクスとの組み合わせ
に関する音色意識は、しばしば文学や風景など文化遺
産に強く影響される (Mengchun 2022)。さらに中国史
の特徴的なことは、中国伝統楽器演奏家との仕事に惹
かれる欧米作曲家の視点が少なからず存在することで
ある (De Ritis 2022)。
日本でも研究者を増やしつつあるアーカイヴの研究

対象は、ライブエレクトロニクスのレストレーションや
プリザベーションとともに、タイムベーストのパフォー
マンスやネットアートなど毎年大きく広がっている。
また、図書館や大規模研究機関などによる web上での
公開が増えるにともなって、マテリアルの扱いにパラ
ダイムシフトも生じている。

2018年にミリアム・アッカマンの主導で開始された

電子音響音楽のアーカイヴと再演をテーマとする国際
シンポジウムAREM(Archiving and Re-Performing Elec-
troacoustic Music)では、組織としてアーカイヴ構築に
取り組む実践として、STEIM、ザッハー財団のスティー
ブ・ライヒコレクション、オックスフォード大学、IR-
CAM、ルクセンブルグフィルハーモニー、フォルクヴァ
ング芸術大学、ハンブルク大学のリゲティセンター等の
状況が報告されている。AREMの一つの目標は、ベー
トーヴェン研究や交響楽団活動等、上演芸術としての、
より広汎な音楽を対象とする実践例を参照しながら、
電子音響音楽をターゲットにアーカイブ構造やマテリ
アルの形式を検討していくとことである。

30年程度遡って近過去の歴史を研究する場合に、関
係者へのヒヤリングやインタビューは重要な方法であ
り、そうしうたオーラルヒストリーの蓄積として電子音
響音楽史を記述する意義は大きいが、その一方で、アッ
カマンも言うように「歴史的証言として何を考慮し、
保存すべきか、また、アーカイヴに埋め込む情報のな
かに、こうした流動的なソースをどのように含めるか、
といった基本的な問題」(Akkermann 2019, Akkermann
2024)を解決するにはケースバイケースで傍証やバッ
クデータが必要となる。

STEIMのアーカイヴ構築に携わるアンナ・シェー
ファーは、時間ベースのデジタル媒体芸術の保存のた
めには、作品完成の後に残されたマテリアルに合わせ
て制作プロセスの記録が必要であることを主張する。
シェーファーは試行錯誤を繰り返した作業経験に基づ
いて、アーカイヴィングは組織を超えてステークホル
ダーの人的ネットワーク構築アクションそのものであ
り、戦略的な共同作業が必要であることを強調し、こう
した共同作業こそが、「組織的な記録管理への挑戦であ
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り、組織に集約された記憶を一旦解き放ってサステイ
ナブルなモデルを取り入れ、知の共有を推進する」こ
とであると述べた (Bosma 2022)。

8. EMSANデータベースの 17年と今後

2012年、JSSA研究会でもバティエと筆者が報告し
た EMSAN (East Asia Electroacoustic Music Network)
データベースは、現在、ソルボンヌ大学のサーバー上
に置かれ、webのトップページにはソルボンヌ大学の
ロゴとともに深圳大学とフランスの音楽学研究グルー
プ IReMUS(institut de recherche en musicology)のロゴ
が掲載されている。日本の電子音楽スタジオは早くか
ら世界に知られていたにもかかわらず、1962年のフラ
ンス国営放送研究部門によるリサーチカタログには実
験工房や黛の<x,y,z>は掲載されていなかった (Davies
1962, Davies 1968)のだが、その一方で独仏のスタジオ
に関しては設備リストまで掲載されており、音楽学研究
の貴重な資料となっている。1967年には、GRMとロ
バート・ムーグらに率いられたインデペンデント電子
音楽センターがMITから出版したカタログとヒュー・
デイヴィスによる RIMEへと展開されたが未だアジア
に関するデータは情報が乏しかった。この状態を受け、
また IDEMAや EMdoku、さらに先述したダル・ファ
ラやパークの EAMデータベースでの成果を参照しな
がら、2007年にプロジェクトを開始した EMSANは、
ソルボンヌ大学のサーバーで 2012年にオープンにな
り、その後、サーバーを変えて、現在は新システムに
基づいて CNRSにサポートされている。作曲家や作品
名の原語（漢字など）とローマ字、プログラムノート
も原語と英語、初演日時・場所などを入力され、音楽
学研究の貴重なマテリアルとなった。EMSANデータ
ベースは作品や作曲家への最初の手がかりの提供であ
り、一次資料そのものは保存しないという特徴がある。

g1:　図 3, 　 caption: 図 ３　 EMSANデータベー
スの現在のトップページ
日本人研究者・作曲家は 2008 年の EMS 大会から

データベースに向けた EMSAN プロジェクトに加わ
り、日本、中国、台湾、韓国といった東アジアを可能
な限り包摂する作品データベースのフレーム構築を目
指した。プロジェクトは 2012年 9月、JSSA会員の小
坂直敏氏、石井紘美氏と筆者も参加した EMSAN合同
会議を経て、非アジア圏を含む音楽学研究者がアジア
の電子音響音楽研究にとりくむための基礎資料となる
ことを目的に立ち上げられ、オンライン上でデータ編
集可能なプラットフォームとなった。しかしながら、
EMSANデータベースが 2024年 9月時点で掲載してい
る作品数が 3062であることに比して日本の作品は十
全とは言えず、入力労作の問題点は JSSAで共有すべ
き問題のひとつである。

9. 日本のアクティヴィティ

ここまで近年の国際学会や研究コミュニティが示唆
する歴史記述への視点を見てきたが、日本の電子音響
音楽について 1990年代後半からの 30年間を俯瞰する
ためのクライテリアはどのように可能だろうか。日本
で制作され作曲された電子音響音楽に関して、楽譜、技
術メモ、日記、録音・録画、写真、打ち合わせ記録等
のマテリアルの探索とコレクション、マシンの修復や
プログラミングのヴァージョン・アップといったレス
トレーション、アクースモニウム演奏を含むパフォー
マンスのデジタル記録などはすでに進められている。
歴史記述について筆者はこれまで、日本におけるシェ
フェール受容、サウンドパフォーマンスの 1960年代と
90年代、２０年以上続けられている icsafの教育と組
織、二千年代日本の音楽における「笑い」などについて
国際的な議論の場で論じた (Mizuno 2008, 2011, 2012,
2021)。
バティエの近著『人工音の美学 電子音楽の形成』

(2024)は、録音と再生産から始まった音のモダニズム
が、人工音を、一種のポエジーである音楽の中へ取り
込もうとする、「人工音の美学」の始まりの時であっ
たと指摘している (Battier 2024)。バティエは、マラル
メやジョイスの作品に読み取れるような、新技術ユー
トピアへの夢想、あるいは、1920年代に録音と音の再
生産が可能になったことによって生じた表象意識の変
化が、現在の電子音響音楽にもつながっていると指摘
し、ルドルフ・アンハイムのラジオ芸術から、ブーレー
ズ、クセナキス、そしてホアン・ペドロ・オリヴェイ
ラ、フィリップ・マヌリ、張小夫まで、技術美学に関わ
る明晰なストーリーを示している。百年前の技術と美
学の刺激的な蜜月が現在も存続しているとすれば、技
術美学が日本の電子音響音楽にとっても記述の軸にな
ると思われる。
「日本現代音楽史」がほぼ「東京現代音楽史」になっ

ているように、電子音楽の歴史はおおむね「欧米電子
音響音楽史」になっているという実情ではあるが、今
日ではすでに『東アジアの電子音響音楽史』、『日本の
電子音楽』という書物も公刊されており、「欧米電子音
楽に対するアジア」、あるいはことさらにナショナリ
ティを示して「日本の電子音楽」といったように表現
するとき、研究者は単に異文化の受容と変容という視
点だけでは済まされないグローバルな視点を必要とす
る。ひとつの方法として、コンセプトや表象意識が技
術と密接に結びつく、その様態において歴史プロセス
を言語化することは有効であろう。
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